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心に住みつく

悪い鬼は

出ていけ！

２月３日節分の日に 、藤田幼稚圃では 豆まきをし

まし た。園長先生の豆まきにまつわるお話を聞き。

みんなで大きな 赤鬼、青鬼、黒鬼へ向かって豆を投

げつけます。こ の鬼は園児一人ひとりの心に住みつ

く泣き虫の鬼 、あ まえんぽうの鬼、おこりんぽうの

鬼です。

「悪い鬼は出ていけ！」見事鬼を退治した園児た

ちは 、また一歩大きくなり まし た。



水
田
農
業
は
新
た
な
時
代
へ

米
の
生
産
鯛
整
（
転
作
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

緊
急
生
産
調
整
推
進
対
策
に
か
わ
り
、
平
成
十
二
年
度
か

ら
新
た
な
水
田
農
巣
経
営
確
立
対
策
に
よ
り
進
め
ら
れ
ま

す
。県

よ
り
配
分
さ
れ
た
十
二
年
度
の
生
産
調
整
目
棟
面
積

は
、
今
年
度
と
同
じ
二

二
于

九
四
㎞
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
受
け
十
二
月
二
十
四
日
に
国
見
町
水
田
農
業
推
進
協

議
会
を
閧
催
し
、
十
二
年
度
の
基
本
方
針
が
決
定
さ
れ
、
ま

た
、
旧
町
村
を
単
位
と
し
た
、
地
区
水
田
農
薬
推
進
協
議
会

を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
、
集
落
説
明
会
に
よ
り
、
新
し

い
対
策
の
内
容
、

推
進
方
策
を
ご
説
明
し
て
お
り
、
ま
た
、
農
家
の
み
な
さ

ん
か
ら
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
実
施
計
画
書
の
取
り
ま
と

め
を
し
て
お
り
ま
す
。

新
制
度
で
は
、
今
後
五
年
間
を
見
越
し
た
水
田
農
業
振

興
計
画
を
策
定
し
、
①
稀
要
に
応
じ
た
米
の
計
図
的
生
産

の
徹
底
②
麦
・
大
豆
な
ど
の
本
格
的
生
産
③
基
盤
整
備
、

槻
械
・
施
般
の
助
成
、
技
術
経
営
指
導
の
強
化
に
よ
り
、

安
定
し
た
水
田
ａ

業
経
営
を
確
立
す
る
も
の
と
し
て
い
ま

す
。
助
成
制
度
に
つ
い
て
も
、
変
・
大
豆
・
軻
料
作
物
を

中
心
と
し
た
団
地
化
な
ど
に
よ
る
経
営
確
立
助
成
と
、
と

も
補
償
（
全
国
）
か
ら
の
体
系
へ
と
移
行
し
ま
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
に
に
と
つ
て
、
三
六
％
の
転
作
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
転
作
田
の
活
用
に
よ
り
。
多
く
の
収

益
を
あ
げ
る
こ
と
が
、
農
業
経
営
上
必
要
と
な
り
ま
す
。

新
た
な
水
田
農
巣
経
営
確
立
対
策
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
国
に
よ
り
示
さ
れ
た
『
水
田
を
中
心
と
し
た

土
地
利
用
型
農
業
活
性
化
対
策
大
綱
』
に
よ
り
新
し
い
米

の
生
産
調
整
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。

平
成
１
２
年
度
の
配
分
に
つ
い
て

県
よ
り
平
成
十
二
年
度

の
生
産
調
整
目
標
面
秘
を
、

十
一
年

度
と
閥
じ

二
一

三
・
九
四
ｂ
と
配
分
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
十
二

年
度
に
つ
い
て
は
本
年
度

と
同
様
に
生
産
調
整
目
標

面
杖
の
配
分
を
行
う
こ
と

に
な
り
一
月
十
四
日
に
通

知
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
十

三
年
度
か
ら
は
新
た
な
対

策
に
基
づ
き
生
産
数
量
・

作
付
而
積
を
配
分
す
る
た

め
、
そ
の
準
備
を
進
め
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

平成12年度農家別目標面積
12年度の農家別生産爾整目標面秘は、固定資産台恨に

よる水田面積から畦畔分を除い た本地 面穣（水張り面積）

に、 一律配分（36 ％）により算出します．

ﾌk田C太地)面積×36  % =生産調幣目標面積

加工 用米数量の

配分について

生産爾整の一愚禄である加工
用米についても配分し、取組み
をお願いします．配分は水田而
積から定着分を差し引いた面積

に対し、右表のとおりになりま
す.加工用米の換算は30Kgあた
リ0.  a となり、目標面積から
出荷分を差し引きます．

地域とも補償
全囚 とも補償は左のとおりですが、未達成 者との不公平是正

のため 、恥lllとも補償として

未達成面積割　30, 000円/  ､ 03
を拠出いただ きます．

定魯分を除いた水田１ 膰加工用耒敗畳

匐ａ人陶 ｏ農/30㎏

匐●～IX)●本満  ー震 / 30

旬龜ヽ ICX)a未満 ２袋/30kg

1(X)a～IS)a未輿 ３負/30kg

19)a～XX)a未満 丨 4 震 / 30

XX)aヽ XX)a未満 典 / 30

Xia以上 ６良/30kS
（加工挧嶌騰耳は.ｘｘsあたﾘ ０.5e蠢）

新
し
い
生
産
調
整
の
あ
ら
ま
し

水
田
農
業
振
興
計
画
の
作
成

新
た
な
水
用
農
業
経
営
確
立
対

策
で
は
、
町
及
び
地
区
の
水
田
農

築
推
進
協
議
会
に
よ
り
、
五
年
を

見
越
し
た
水
田
農
業
振
興
計
画
を

作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
計
画
で
は
、
麦
・
大
豆
・

飼
料
作
物
の
作
付
け
拡
大
。
団
地

化
・
担
い
手
へ
の
土
地
利
用
集
積

な
ど
に
閼
す
る
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
す
。
ま
た
計
画
達
成
の
た
め
の
、

基
雛
整
備
、
機
械
・
施
設
の
助
成
、

技
術
経
営
指
導
等
を
に
つ
い
て
も

盛
り
込
ま
れ
ま
す
。

冊
要
に
応
じ
た
米
の
生
産

米
の
消
費
動
向
に
応
じ
て
計
両
生
産
を
図
る
こ

と
が
価
格
安
定
に
は
重
要
で
す
。
振
興
計
画
に
よ

り
、
麦
や
大
豆
な
ど
の
本
格
的
生
産
。
定
着
や
拡

大
を
も
っ
て
、
毎
年
の
米
の
作
付
け
を
策
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

豊
作
時
の
対
応
と
し
て
、
調
整
保
管
に
代
わ
る

生
産
者
団
体
の
主
体
的
取
り
組
み
と
し
て
、
生
産

オ
ー
バ
ー
分
を
処
理
す
る
方
法
を
導
入
し
ま
す
。

公
平
を
期
す
た
め
水
稲
作
付
者
は
『
米
需
給
調
整
・

拡
大
基
金
』
に
作
付
面
積
に
応
じ

Ｉ
〇
ａ
当
た
り

千
五
百
円
の
拠
出
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
拠
出
は
稲
作
経
営
安
定
対
策
の
加

入
要
件
と
な
り
ま
す
。

平成11年度の実施状況について

平成Ｈ年度の米の緊急生産調整推進対策について

は2  .  例 い の目 標面積に対し、消費純増米対策を

控除した.  7 aの実施面積で．実施率は97.８％で

した．今年度は小坂地区のほ場整備事業による通 年

施行分力町 .6ha が加算され、全体としては9L4  % と

目標 を撞6！することがで きました．ご協力いただき

ました農家の方々に対し 御礼申し上げます．

生産調整実施面積の内訳

転作48.1  ha

自己保全23.4ha

多面的機能水田9､9 ｈａ

飼整水田27.4ha

実績算入分97.  Oha

(実施面積205.8ha  )

(蓼位ごha)

生産Ｓ螫ｎ標ｉ穫 刎 3.

控稼 ( 費 興 分)面積 3.S7

生鳶ｌ蟄を鬢する面積
(Ａ)

Z10､37

鋼 実 第 画 積 (B) 匹7S

土地改良通乍施行面積
(Ｃ)

7.61

・生●謹曁寞箱車(B/A)

97.客％

・土晒改良通牟施斤分を奮めた

貫旄車　　　　　101,4 ％

(8  十 C/A)



新
た
な
助
成
制
度
の
あ
ら
ま
し

新
し
い
水
田
農
業
経
営
確
立
対
策
に
お
い
て

は
、
左
の
図
の
よ
う
に
助
成
制
度
も
新
た
に
な

り
、
経
営
確
立
助
成
と
、
と
も
補
償
か
ら
な
り

ま
す
。
経
営
碗
立
助
成
は
、
麦
・
大
豆
・
飼
料

作
物
に
予
厚
く
、
団
地
化
・
担
い
予
へ
の
集
積

の
条
件
に
よ
り
交
付
さ
れ
ま
す
。
更
に
大
豆
な

ど
を
含
め
一
年
二
作
な
ど
の
高
度
利
用
の
増
合

は
加
算
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
と
も
補

償
は
皆
さ
ん
か
ら
の
拠
出
と
国
か
ら
の
助
成
に

よ
り
迎
営
さ
れ
、
作
物
別
叭
価
に
よ
り
交
付
さ

れ
ま
す
。

新
し

い
助
成
制
度
は
、
果
樹
の
生
産
地
で
あ

る
国
見
町
に
と
っ
て
厳
し
い
内
容
と
い
え
ま
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
り
、
転
作
田
か
ら

多
く
の
収
益
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
麦
・
大
逕
・

飼
料
作
物
の
有
利
作
物
の
団
地
化
等
に
よ
り
、

こ
の
助
成
を
活
用
し
ま
し
よ
う
。

新
対
策
に
対
応
し
た
町
の
取
り
組
み

町
で
は
、
新
し
い
対
策
に
対
応
し
た
取
り
組

み
と
し
て
、
農
政
懇
談
会
及
び
集
落
説
明
会
な

ど
で
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
ご
意
見
・
ご
要
望
を
参

考
に
す
る
と
と
も
に
、
同
・
県
の
対
策
と
の
連

携
を
図
リ
な
が
ら
、
地
城
に
あ
っ
た
よ
り
効
果

の
上
が
る
対
策
に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お
り
計

画
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

【経 営 確 立助 成 】

○水田高度利用等加算10 千円/  1 Oa

○基本助成10 ～４０千円/ 1 0 日

早成１３年度までの２年問は匯地化や土地利用の担い甼への輿積に圃し．やや儼曷な・ 件

の種類も設定された．恥成龠交佝単価ほlj下のとおり
●，士Ｉs，艢鈿裡仙 ・f1苹禹ylna　　 孑の柚のｔ洫剥隕魯作匍IC} 千円/1 ０ａ

l全 国 と も 補 驥 】

Ｏ地区全体の達成３干円/ 1 Oa

ｎ蝕娃の窰雛を麓まえた円濳な生産●勍の宮座10 ～２０千円/ 10 日

●平 成 12  年 度よ り 釿たに 湛入 を計 画してい る 事業（ 国見町 単独 事業）

事　 集　 内　 容 � 補助額・補助率

（１）麦・大豆・飼科作物団地化誘導助成　　　・0.3
 h a以上i. 5 h 未満の団地に助成　　　　

い . 5 h 日以ﾋ 3 h a未満は県において助戚の見込み｝ �9.
 償 刈円/  8

（２）町襴興作物（果樹）定羞促鮪 成　　

●町振興作物（桃．柿．サクランボ、プラム）を．新たに0 ﾖ h a以　
上の転作を行った鳩合（４年閥以内・本対策期間内） �15,(XX)

円/lOa

（３）大豆等汎用コンバインリース助成事集　　　

●麦・大豆の汎用コンバイン冊り1;げ経費助成 �
補助串|/2以内

●平成12年痞も継鋏した取り組みを計画している事業（国見町単独事業）

（４）転作桑件整備　
①資材（略集パイプ〉助成 直径･ 75E m 100m以内　
②基餓整伽（客土．天地返し等皿機利用費用）　
③基餓整備の団地加算(Oa 以上）　
④苗木の助成（桃、柿、サクランボ、プラム）　　
い 0a8本以内1本I,IXX）円以内×2 / 3 ) �45.(XX)

円/  a 以内40,(XX)
円/lOa 以内

5.(XX〕円/lOa
以内3).(XX)

円/lOa 以内

（５〉覆埆にやさしい農業推進事業　　　
・桃．リんごへの混合性フェロモン剤導入に対する補助 � 補助串

Ｉ／３以内

●県とともに取り組みを計画している事業

（６）地域水田農業経曾確立支饗事業【新規］　
・団地誘導のため､麦･大豆を中心とし　

たl. 5 h a以上３ｈａ未満の団地に助成 �10.(XX)
円/lOa

（７）匱搨稲作定釐促進「魯誣!　
①直播歸及拡大助成　　　
直播鱠及定着団地化　

②播腫作業円滑化条件整備（機械僭上） �6,(XX

〕円/  a7.
 当 / IOa5,(XX)1

り/ a

(８)果樹高能率牛●体騁警備事業　
①老朽果樹園改植助成[ 新規]　
くXあんぽ柿皮むき機専導入助成(共同)[雛続3 �

補助率 2 / 3以内
鱠助事 2 / 3以内

こ
こ
で
は
新
し
い
水
田
農
業

輊
曾
確
立
対
策
の
概
嬰
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
騨

し
く
は
集
落
晩
明
会
や
そ
の
折

配
布
さ
れ
る
資
料
を
参
照
く
だ

さ
い
。

不
明
な
点
な
ど
間
い
合
わ
せ

・
Ｊ
Ａ
国
見
営
農
セ
ン
タ
ー

豐
5
8
5
1
2
6
6
0

一
役
塲
農
林
譚

眥
５
８
５
－
2
9
8
6



戸籍事務のコンピューター化

国見町では戸籍事務の効率化及び精度を高め、窓口での待ち時間の

短縮など、住民サービスの向上 を図るため、平成12年３月１日から、

戸籍事務をコンピューターにより処理することになります。これによ

り戸籍の名称、様式などが変わりますのでお知らせいたします。

,生従 前 の< 戸 籍 謄 本 〉，

jｉ ンピ'三亠ダー化による〈戸籍全部事項証明書〉

見

本

戸籍

に
記
載
さ
れ
る
氏
名
は
正
し
い
文
字
に

氏
名
と
し
て
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
文
字
に
は
、
く
せ
字

や
誤
字
な
ど
、
様
々
な
理
由
で
本
来
の
形
か
ら
変
化
し
て
し
ま

っ
た
文
字
を
使
用
し
て
い
る
鳩
合
が
あ
り
ま
す
。

現
在
で
は
法
律
に
よ
り
、
戸
籍
亊
務
で
使
用
で
き
る
文
字
は

常
用
漠
字
や
人
名
用
漢
字
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

漢
和
辞
典
に
無
い
文
字
な
ど
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
Ｌ
化
に
よ
り
、
正
し
い
文
字
に
登
録
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

該
当
す
る
方
に
は
、
文
書
な
ど
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問い合わせは

住民課戸籍住民係まで

585-2115

コンピューター化によって変わる
戸籍証明書の名称

変更項目．�電算化荊 � コンピューター化後

証明の名称 �

戸籍謄本 �戸籍全部事項証明書

�戸餓抄本�

戸籍佃人事項証明書

��戸籍一SS事項旺明書(出生、死亡、婦姻等特定

事頭の旺明)

※平成12年２月26日以前の除籍、改正康戸緜について

は従前と同じです。
※証明書の手敏料については、今までと変わり ません。

戸
籍
嘔
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化

に
よ
り
『
戸
籍
謄
本
』
が
「
全
部
事

項

証
明

書
」
へ
、
コ
尸
籍
抄
本
』
が

『
個
人
事
項
証
明
書
』
な
ど
へ
と
名

称
が
変
わ
り
ま
す
。

書
式
も
見
本
の
と
お
リ
従
来
の
縦

書
き
か
ら
、
横
書
き
と
な
り
、『
出
生
』

「
婚
姻
」
な
ど
の
各
項
目
ご
と
に
記

載
さ
れ
、
敗
字
も
算
用
数
字
に
な
り
、

読
み
や
す
い
も
の
と
な
り
ま
す
。
な

お
改
定
基
準
日
以
前
の
除
籍
簿
、
改

製
原
戸
鮪
簿
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で

と
同
じ
様
式
で
す
。

ま
た
。
証
明
書
の
手
数
料
に
つ
い

て
は
今
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

甲
成
六
年
に
戸
籍
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
匸

尸
籍
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
や

手
で
記
載
さ
れ
た
和
紙
の
戸
籍
を
簿

冊
で
保
管
し
匸

尸
鶫
謄
本
や
抄
本
を

発
行
す
る
と
き
に
。
必
要
な
部
分
を

選
び
だ
し
複
写
し
て
発
行
し
て
い
ま

し
た
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
に

よ
り
戸
籍
の
検
索
か
ら
証
明
書
の
発

行
ま
で
を
迅
速
か
つ
正
確
に
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

届
出
し
た
場
合
の
処
理
も
短
縮
さ

れ
、
証
明
書
も
迅
速
に
に
発
行
で
き

ま
す
。
ま
た
。
相
続
な
ど
に
必
嬰
な

過
去
の
戸
籍
（
除
箱
等
）
の
発
行
に

は
多
く
の
待
ち
時
間
を
要
し
て
い
ま

し
た
が
。
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。



農
政
懇
談
会

商
工
業
懇
談
会

商
工
業
懇
談
会
に
は
、
町
商
工
会
、
町
工
業

ク
ラ
ブ
、
金
融
機
関
の
代
表
者
と
町
議
会
総
務

常
任
委
員
か
ら
な
る
二
十
名
の
方
々
が
出
席
し
、

役
場
会
議
室
で
一
月
三
十
一
日
開
催
さ
れ
ま
し

た
。懇

談
の
中
で
、
商
工
会
関
係
者
か
ら
は
、
義

経
ま
つ
リ
継
続
の
支
援
、
町
内
商
店
活
性
化
の

た
め
の
地
域
振
興
券
に
類
す
る
発
行
、
現
在
建

設
中
の
学
校
給
食
施
設
開
設
後
の
食
材
料
の
地

元
発
注
な
ど
の
要
望
を
は
じ
め
、
地
元
の
特
産

品
開
発
の
た
め
の
有
志
に
よ
る
サ
ー
ク
ル
化
の

提
言
、
さ
ら
に
は
伊
達
町
へ
の
進
出
が
予
定
さ

れ
て
い
る
大
型
店
出
店
へ
は
反
対
す
る
と
共
に
、

町
内
商
店
が
紬
東
力
を
深
め
自
ら
も
創
意
工
夫

に
よ
り
販
売
力
の
向
ｈ
を
日
‥
指
す
べ
き
と
の
意

見
等
が
あ
り
ま
し
た
。

金
触
関
係
か
ら
は
商
工
業
者
脊
成
の
観
点
か

ら
、
借
入
れ
保
証
金
の
一
部
助
成
を
検
討
し
て

は
と
の
提
言
、
工
業
関
係
者
か
ら
は
リ
ス
ト
ラ

も
止
む
を
得
な
い
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、

自
助
努
力
に
よ
り
こ
の
経
済
状
況
を
乗
り
切
れ

る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

町
と
し
て
は
。
自
助
努
力
を
お
願
い
し
な
が

ら
も
、
恵
見
や
提
胃
を
踏
ま
え
。
出
来
る
も
の

か
ら
対
処
す
る
こ
と
と
し
、
現
在
町
が
活
性
化

対
策
と
し
て
進
め
て
い
る
、
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
分
譲
事
業
に
よ
る
商
工
業
へ
の
波
及
効
果
と

そ
の
活
用
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

農
政
懇
談
会

農
家
の
方
々
の
ご
意
兄
を
お
聞
き
す
る
。
農

政
懇
談
会
は

。
月
十
三
日
役
場
会
議
室
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
懇
談
会
に
は
ａ

家
を
代
表

す
る
十
一
の
団
体
か
ら
三
十
六
名
が
参
加
し
、

農
菜
に
関
す
る
幅
広
い
意
見
、
要
望
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
冨
永
町
長
は
『
農
業
を
め
ぐ
る
情
勢

は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
従
事
者
の
高
齢

化
、
三
六
％
に
お
よ
ぷ
転
作
、
耕
作
放
棄
さ
れ

た
農
地
な
ど
、
町
と
し
て
も
少
し
で
も
お
手
伝

い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
、
ど
ん
な
方
策
を
と
れ
ば
い
い
の
か
提

案
い
た
だ
き
、
一
紬
に
検
討
し
て
行
き
ま
し
よ

う
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

村
上
利
夫
農
林
常
任
委
員
長
を
座
艮
に
選
出

し
、
町
ｎ

業
の
現
状
や
今
年
度
の
事
業
概
要
が

報
告
さ
れ
、
擧
成
卜
二
年
度
か
ら
新
し
く
な
る

転
作
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後

の
懇
談
で
は
新
た
な
転
作
へ
の
取
り
組
み
や
、

果
樹
振
興
施
策
、
後
継
者
対
策
な
ど
に
つ
い
て
。

意
見
・
嬰
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
来
年
度

か
ら
新
た
に
な
る
転
作
制
度
に

対
し
て
は
、
変
・
大
一
覧
を
導
入
す
る
た
め
の
条

件
整
備
、
助
成
制
度
を
利
用
し
た
所
得
の
確
保
、

そ
の
た
め
の
担
い
手
を
中
心
と
す
る
集
団
転
作

及
び
作
業
受
委
託
の
体
制
作
り
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
、
集
団
転
作
に
つ
い
て
は
助
成
な
ど
も
含

め
た
町
の
施
策
を
求
め
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。

果
樹
に
つ
い
て
は
、
混
合
性
フ
ェ
ロ
モ
ン
剤
に

よ
る
減
農
薬
栽
培
事
業
や
老
朽
果
樹
園
改
植
嘔

栗
の
継
続
要
請
、
蜂
屋
柿
の
出
荷
、
販
売
体
制

及
び
営
農
指
導
強
化
へ
の
要
望
が
出
さ
れ
、
ま

た
、
後
継
者
育
成
の
た
め
の
研
修
支
援
を
求
め

る
声
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
町
政
執
行
に
向
け

農
・
商
・
工
か
ら
の
提
言

現

在
町
で
は
、
十
二
年
度
の

事
業
執
行
に
向
け

、
予
算
編
成
な
ど
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
農
業
。
商
業
、
工

業
の
各
分
野
を
代
表
す
る
方
々

か
ら
、
町
政
執
行
へ
の
「
声
」

を
う
か
が
う
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
こ
れ
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
尊
重
し

、
継
続
出

来
る
も
の
、
ま
た
新
規

事
業
と
し
て
取
り
上
げ
る
べ
き
も
の

な
ど
、
緊

急
性
、
事
業
効
果
な
ど
も
勘
案

し
な
が
ら

、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

商工懇談会



１月の
グラビア

認定農業者会主催農政懇談会
国 見町認定農業者会主 催による農 敢懇談会が、１

月30日 観月台文化センタ ーで開 催されました。町や

町議会、震粟委員会。農業 改良普及センター．ＪＡ

伊達みらいとの懇談では、活発な 意見交換が行なわ

れ。農業 経営を進める上での要里も多散ださｎ まし

た。 また、体験発表では渋谷 貞明さんの農業経宮 へ

の 取り組みや。黒田 武さ んのパソコンの活用事例が

発表さｎ ました。

バ
イ
キ
ン
グ
で
の

ル
ー
ル
と
は

森江野小

森江野小では１月21〕日、バイキ

ング方式の給食を冥施しました。

目ら栄養バランスを考え、適讎を

知り、健康を守る能力を畏うこと

が目的で閲催さ れました。児童か

らは、好きなものを選べると なか

なか好評で。自由な遡択の中にも 、

ルールを守り、共に楽しく 食ぺる

ことができ ました。

健康講演会
「家庭における 心の健康」と 題して、健康講演会

が1月31 日観月台文化センターで行なわれました｡講

師に県精神保健福祉センター主任心理判定員の箭内

哲男氏を迎え 、心の問題は家庭が重要、父、母そ れ

ぞれの役割と 共に、夫婦においては眄には対個人と

してかかわりも 大切と、ユーモアを交え ながらの 講

演です。80 名の参加者も自分自身や家庭を振り 返り

ながら、熱心に聴講さ れました。

凧づくりに挑戦　大木戸地区
胃少年育成町民会議大木戸地区推進協議会（松涌

市太郎会長）では、１月29日「親子凧づくり教室」

を開きました。児童25名ほどが参加し、思い思いの

絵を描き、足を付けての凧づくりです。晋ながらの

遊びを通して、親子のふれあいを大切にと行なわれ

たもので、目ら作った凧を飛ばしては、大空のもと

で遊ぷことのすぱらしさも味わいました。



成
人
お
め
で

ど
う

社
会
人
と
し
て
の
活
躍
を

一
月
十
日

、
成
人
の
日

に
。
岡
見
町
で
は
百
八
卜
二

名
が

人
生
の
節
日

の
第
一
少

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

社
会
的
に
も
法
律
的
に
も
一
人
の
大
人
と
し
て
、
貴
皿

な

椎
利
を
得
る
と
と
も
に
、
社
会

の
構
成
貝
と
し
て
。
責
任
あ

る
行
動
と
自
覚
。
そ
し
て
義
務
も
求
め
ら
れ
る
事
に
な
り
ま

す
。
政
治
へ
の
参
加
や
国
民
年
金
の
加
人

な
ど
も
社
会
の

。

員

と
し
て
果
た
す

べ
き
こ
と
の
一
つ
で
す
。

国

見
町
の
未
来
を
担
う
み
な
さ
ん
が
立
派

に
成
人

さ
れ
た

こ

と
を
祝
し

。
こ
れ
か

ら
の
活

躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

20歳を迎えて

遠藤　瞳 さん

今日という日 を迎えられたことに喜びはある。

しかし同時に不安も大きい。これからは白分の

とる行助に責任 を持たなければならない。 果た

して、自分はそうしていくことができるのだろ

うか。口先だけで 言う事は誰にでもできるが実

際そうする事は容易ではない。それは誰し もが

思う事なので、20巌になることは一つの試練な

のだと思う。

私の中身はまだまだ大人になりきれていない。

だからといって無理に自分を変えようとは思わ

ない。あせらずじっくり、自分の進むべき遭 を

探していきたい。ここで 大事なのは、人の助 言

を取り入れるこ とだ。 やはり人間は、自分一人

では抱えきれない問題やつらい選択に立ちはだ

かれる時があると思う。そんな時。助けとなっ

てくれるのは、家族であり。友人であるのだ。

これから先の私の人生に何が起こるかは分か

らない。だけど、この世に生をさずかったのだ

から、後悔のない人生を送りたい。20歳を迎え

た今、気持ちを新たに前進していきたいと思う。

十
四
歳
の
私
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

成
人
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
式
場
の
一
角
に
、
多
数
の
手
紙
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

宛
名
は
「
二
十
歳
の
私
」
で
。
差
出
人
は
「
十
四
歳
の
私
」
で
す
。

今
年
成
人
さ
れ
た
み
な
さ
ん
か
、
中
学
二
年
生
の
頃
。
二
十
戚
の
自
分
は
ど
う

し
て
い
る
の
か
と
、
未
来
へ
の
夢
や
希
望
、
不
安
を
そ
れ
ぞ
れ
職
り
交
ぜ
、
書
き

送
っ
た
も
の
で
す
。

届
け
て
く
れ
た
の
は
杉
山
忠
彦
先
生
（
現
松
陽

中
）、
手
紙
は
日
本
語
混
じ
り
の
英
文
で
、
英
語
の

授
業
に
書
か
れ
た
も
の
で
す
．

番
い
た
こ
と
す
ら
忘
れ
て
い
た
人
も
多
・
く
、
驚

き
な
が
ら
も
、
自
分
宛
の
手
紙
を
探
し
出
し
て
い

ま
し
た
．
手
紙
の
内
容
は
恥
ず
か
し
い
と
の
理
由

で
見
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
十
四
歳
の

自
分
に
思
い
を
馳
せ
、
懐
か
し
む
姿
や
、
こ
れ
ま

で
の
成
長
を
か
み
し
め
る
姿
・
が
あ
り
ま
し
た
．



保健だより
保儺福祉輝: 保蘢増進係 (  5  2783

｢献血亅 への協力は，健康であれば離でも行うことがで

き．医療に貢献できるボランティアの一つです．

人周の命を維持するために欠くことのできない血液は．

医学の発達した現代でも．人工的につくりだすことができ

ません．病気やけがの治療のために血液が必要になったと

き．多くの人の善麗による献血は医療を支えるため重要と

なっています．

３ 月17 日(金)は国見町の献血の日です

国 見 町 役 場

国見スプレット

福 梁 製 作 所

福 島信 用 金庫

国 見 支 店 前

午前９時～午前11時30分

正午～午後１畤

午後２時15分～午後３時15分

午後３時30分～午後５時

育　児　教　室

該　 当　 乳　 児 実 施　日 受 付 時 間 会　　 場

平成11年９月～10月生まれの乳児 ４月10日(月) 午後１眄30分～午後２眄
観月台文化センター

第１和窒

〈お かあさんへ〉 ☆身長・体重測定、離乳食、栄養指導などについて
☆母子手帳を忘れずに！

乳　児　健　診

骸　 当　 幼　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・３か月児（平成11年12月生まれ）

・９か月児（平成ｎ年６月生まれ） �
４月20日(木) � 午後１時30分～午後２畤 �観

月台文化センター　

第１和室

（おかあさんへ） ☆医師の指導、身長・体皿測定、朋乳、離乳、予防接種などについて

☆母子手植を忘れずに！

健康講演会開催のお知らせ

皆さんは何か運動をし ていますか。 運勦不足にはな って

いませんか。し かし 、急激な 運動は 健康に悪影響になるこ

ともあり ます。 健康づく りのための 運動とは 、さら には 、

スポーツを する際の心得とはなどを スポ ーツドクターを迎

えて 、下記により健康講演会を開 催いたし ますので 、町民

の皆様多数聴講されますよう お知ら せいたし ます。

と　き　平成12年 ２月26日（土） 午後２時～

とこ ろ　国見町観月台文化センタ ー

１階　大研修室

講　師　公立藤田総合病院

整形外科　堀川哲男医師

（スポーツドクター）

演　題 「健康づくりと 運動」

健
康
管
理
世
帯
台
帳
記
入
の
お
願
い

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
心
豊
か
で
健
康
な
生
活
を
過
ご

せ
る
よ
う
健
康
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
基
本
健
康
診

査
を
は
じ
め
、
各
種
が
ん
検
診
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
平
成

に
年
度
に
向
け
ま
し
て
、
町
の
各
種
検
診
の
希
望
の
有
無
を
把
握

し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
全
世
帯
の
方
に
健
康
管
理
世
帯
台
恨

へ
の
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
記
入
用
紙
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
区
健
康
推
進
貝
を
通

じ
て
配
布
回
収
を
行
い
ま
す
の
で
、
受
診
の
有
無
を
記
入
の
う
え

提
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

献血で開く命の
ミレニアム



保健所の子どもたち

小
正
月

新
し
い
年
、
二
〇
〇
〇
年
を
迎
え
、

一
月
四
日
か
ら
子
供
た
ち
は
元
気
に

９
校
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
。
そ
れ
ぞ
れ
に
お
正

月
の
間
、
家
庭
で
過
ご
し
楽
し

い
思

い
出
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
餅

を
食
べ
た
こ
と
、
お
年
玉
を
も
ら
っ

た
こ
と
、
初
衡
に
出
か
け
た
こ
と
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

た
だ
昔
の
お
正
月
と
違
っ
て
き
た

と
思
う
の
は
、
カ
ル
タ
と
り
や
凧
あ

げ
、
羽
根
つ
き
な
ど
の
話
は
、
聞
か

れ
な
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
時
代
の

変
遷
と
と
も
に
、
子
供
た
ち
の
遊
び

方
も
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

子
供
た
ち
は
、
画
用
紙
に
骨
を
は

わ
せ
、
足
を
つ
け
た
だ
け
の
も
の
で

す
が
、
凧
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
飛
ば
し
て
み
ま
す
が
、
な

か
な
か
う
ま
く
は
い
か
な
い
様
子
で

す
。
そ
れ
で
も
懸
命
に
取
り
組
む
姿

と
、
空
に
羽
撃
く
凧
を
見
つ
め
る
子

供
た
ち
の
笑
顔
は
。
持
も
今
も
変
わ

っ
て
い
ま
せ
ん
。

十
四
日
の
小
正
月
に
、
子
供
た
ち

の
す
こ
や
か
な
成
畏
と
健
康
を
願
い
、

昔
な
が
ら
の
だ
ん
ご
さ
し
を
し
ま
し

た
。
だ
ん
ご
（
ミ
ズ
キ
）
の
木
に
小

麦
粉
を
練
り
色
を
付
け
た
団
子
や
風

船
、
自
分
た
ち
で
画
い
た
絵
な
ど
を

下
げ
。
と
て
も
に
ぎ
や
か
な
だ
ん
ご

さ
し
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

今
で
は
め
っ
き
り
行
う
家
庭
も
少

な
く
な
っ
た
小
正
月
の
行
事
で
す
が
、

子
供
た
ち
の
心
の
中
に
残
る
行
事
と

し
て
、
残
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
持
な
が
ら
の
習
慣
に
触
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
心
豊
か
で
あ
っ
て
欲

し

い
と
願
う
の
と
、
強
調
性
や
や
さ

し
さ
、
頑
張
る
気
持
ち
な
ど
も
い
っ

し
よ
に
育
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
噸

う
ば
か
り
で
す
。
子
供
た
ち
の
笑
頗

も
決
し
て
絶
や
さ
ぬ
よ
う
に
。

（
藤
田
保
膏
所
長
木
口
絹
子
）

だんごさしをする圜児たち

くにみの

民話かるた

まち再発

見

こ
れ
は
森
山
の
お
年
寄
り
か

ら
聞
い
た
話

昭
和
の
は
じ
め
、
森
山
の
神

明
神
社
の
お
堂
に
、
秋
田
あ
た

り
か
ら
流
れ
て
来
た
大
男
の
乞

食
が
住
み
つ
い
た
そ
う
で
す
。

良
家
の
出
で
、
大
学
ま
で
出
て

い
た
（
当
時
の
大
学
出
は
超
エ

リ
ー
ト
）
そ
う
で
す
が
、
勉
強

の
し
過
ぎ
で
頭
が
少
々
損
わ
れ

た
と
か
で
、
は
じ
め
の
う
ち
は

家
人
が
連
れ
戻
し
に
来
た
り
、

仕
送
り
が
あ
っ
た
り
し
た
そ
う

で
す
が
、
そ
れ
も
途
絶
え
て
、

当
人
は
こ
の
辺
り
が
大
層
気
に

入
っ
た
ら
し
く
、
毎
日
の
ん
び

り
と
家
々
を
訪
れ
て
は
食
べ
物

を
恵
ん
で
も
ら
う
の
を
日
課
に

し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
無
欲

で
そ
の
日
が
足
り
れ
ば
二
コ
ニ

コ
と
ご
く
お
と
な
し
く
。
寒
中

で
も
裸
で
コ
モ
を
か
ぷ
っ
て
暖

か
そ
う
に
寝
て
い
た
そ
う
で
、

そ
の
人
柄
？
の
良
さ
か
ら
か
結

構
人
々
か
ら
、
大
学
ほ
い
ど
の

デ
カ
さ
ま
と
愛
さ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。
も
う
来
る
頃
か
な
な

ど
と
心
待
ち
さ
れ
た
り
、
顏
を

見
せ
な
い
と
心
配
さ
れ
た
り
、

何
と
も
当
時
の
村
人
た
ち
の
大

ら
か
さ
人
情
深
さ
に
感
心
し
て

し
ま
い
ま
す
。

年
老
い
て
体
が
き
か
な
く
な

っ
て
か
ら
の
デ
カ
さ
ま
は
、
看

病
す
る
人
を
村
の
人
が
頼
ん
で

み
と
っ
て
や
っ
た
そ
う
で
す
。

皆
が
貧
乏
だ
っ
た
ち
ょ
っ
と
昔

の
話
で
す
。



インフォメーション

募
　
集

国
見
町
職
員

葆

育
士
・
保
健

婦
（
士

）
】

国
兄
町
で
は
、
平
成
十
二
年

度
に
採
用
す

る
職
員
［
保
育
士
・

保
健
婦
（
士
）
］
の
募
集
を
し
ま

す
。

▼
採
用
予
定
人
員
：
’◇
保
育
士

（
若
干
名
）
◇

保
健
畑
（
若
千

名
）
▼
受
験

資
格
◇
保
育
士
…

昭
和
五
十
一
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
五
十
五
年
四
月
一
口
ま
で

に
生
ま
れ
た
者
で
、
保
育
士
の

免
許
及
び
幼
稚
園
教

諭
二
種
免

許
を
有
す
る
者
又
は
平
成
十
二

年
三
月
ま
で
取
得
兄
込
の
者
◇

傑
健
婦
・：
昭
和
四
十
九
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
五
十
三
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
で
、

保
健
婦
の
囚
家
試
験
免
許
を
有

す
る
者
又
は
平

成
十
二
年
一一一
月

ま
で
取
得
見
込
の
者

▼
受
付
期

問
・・一
二
月
十
四
日
（
月

）
か
ら

二
月

二

十

五

日
（
金

）
ま

で

（
帆

務
時
間
中
に
限
る
。
郵
送

の
鳩
合
は
二
月
二
十
三
日
（
水
）

消
印
ま
で
受
付
）
▼
一
次
試
験

日
・・・
三
月
五
日
（
日
）
▼
鬨
合

格
発
表
・：
三
月
上
旬
▼
二
次
試

験
日
…
一
次
試
験
合
格
者

に
通

知

▼
申
込
用
紙
の
睛
求
・：
申
込

用
紙
は
総
務
課
で
交
付
し
ま
す
。

郵
便
で
の
緕
求
は
、
封
簡
に
『
保

育
士
及
び

保
健
婦
採
用
候

柵
者

試
験
申
込
用
紙
騎
求
』
と
朱
轡

き
し
、

八
十
円
切
手
を
は
り
宛

先
明

紀
の
返
信
用
封
簡
を
同

封

す
る
こ
と
▼
申
込
方
法
・・・
◇
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

総
務
課
に
提
出
す
る
こ
と
．

◇

郵
送
す
る
場
合
は
．
封
簡
に
「
保

育
士
及
び
保
健
婦
採
用
候
補
者

試
験
申
込
」
と
朱
書
き
し
、
八

十
円
切
手
を
は
り
宛
先
明
記
の

返
僧
用
封
筒
を
同
封
す
る
こ
と
．

★
問
い
合
わ
せ

総
務
課

庶

務
係

公
（
５
８
５
）
2
1
1
2

鬪

Ｈ

罸

ぴ

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
講
習
会

▼
内
容
…
Ｐ
ｏ

Ｐ

広
告
が
描
け

る
ポ

ヅ
プ
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
販

充
に
欠
か
せ
な
い
お
し
ゃ
れ
な

包
装
の
セ
ン
ス
を
学
び
ま
す

▼

期
間
：
一
四
月
十
日
か
ら
六
月
二

十
六
日
ま
で
の
毎
週
月
・
木
昭

日
、
二
十
二
日
間
▼
時
間
・：
午

前
九
時
三
十
分
か
ら
午

後
三
時

三
十
分
ま
で
▼
場
所
…

県
女
性

就
業
綴
助
セ
ン
タ
ー
（
県
庁
東

分
庁
舎
）

▼
定
員
…
二
十

四
名

（
就
職
希
望
の
女
性
で
全
期
閥

出
席
で
き
る
方
）
▼
受
講
料
…

無
料
（
教
材
費
は
自
己
負
担

）

▼
申
込
方
法
・：
三
月
十
五
口
‥
と

十
六
日
（
午
前
十
時
か
ら
午

後

四
時
ま
で
の
問
）
に
、
女
性
就

粟
扱
助
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付

け

ま
す
。
電
話
申
し
込
み
は
受
け

付
け
ま
せ
ん
。

★
問
い
合
わ
せ

県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

ｎ
（
５
２
１
）
7
7
４
０

お
知
ら
せ

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
ぶ

特
別
措
置
法
が
施
行

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
環

境
汚
染

の
防
止
や
、
そ
の
除
去

等
を
図
る
た
め

『
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
対
策
特
別
措
置
法
』
が
施

行
さ
れ
ま
し

た
。

こ
の
措
置
法
に
よ
り
、
火
床

面
積
〇
・
五

㎡
ま
た
は
一
時
間

当
た
り
五
十
㎏
以
上
の
焼
却
能

力
を
も
つ
廃
棄
物
焼
却
炉
に
つ

い
て
、
現
在
使
用
中
の
も
の
は

特
定
施
般
使
用
届
出
を
、
新
た

に
新
般
す
る
鳩
合
に
は
般
置
届

出
を
地

方
振
興
局
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
ま
た
、

自
主
測
定

に
よ
る
緋
出
基
準
の

達
成
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
す
．

基
準
に
適
合
し
な
い
焼
却
施

設
｛

ド
ラ

ム
缶
な
ど
｝
で
産
業

廃
棄
物
を
焼
却
処
分
す
る
い
わ

ゆ
る

『
野
焼
き
』
に
つ
い
て
は
、

禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
．

★
届
出
先
・
問
い
合
わ
せ

福
鳥
県
県
北
地
方
振
興
局

ｇ
（
５
２
１

）
7
5
3
８

うつくしま 未来博
参加プログラム

平城13年７月71ﾖ丗碵 月加日●會●○榲鳥瞰簀匐l蓐

国際交流ゾーン

ワ ールドビレ ッジ参加募集

ワールドビレッジは、国際交流の斯たな汲れを奮1造

するエリアです．日頃の活動成果を発表することに

より、交流の鴒を広げたいと考えている団体．世界

各圃のゲームや昔ながらの遊びを知っている方．竹

やひょうたん、罵などを便ったものづくりを指碑し

てくれる方．および運営ボランティアを募輿します．

畔しくは下記にお問い合せくださし丶．

ワールドビレッジ事務局

（襠●県皿際課内）f?521 －7089

あなたの知恵を拝借します。

『くら し の 知 恵 袋 館 』

「くらしの知恵袋館」では「くらしの知恵．その

伝承と剛造」をテーマに、ふるさと榲颱系で代々伝

えら11てさた、「くらしの知恵」や「行事．ことわ

ざ、風習」および生活風景をおさめた「くらしの写

爽」を募梟します．慚さんが末耒にへ伝えたいと恩

うものなら．分野は問いません．どうぞお知悪をお

貸しください． 畔しくは下記にお問い合せくださ

い.

「くらしの知恵専集」事蕗鳥s531  ｰ  劇

西
分
署
だ
よ
り

火
災
予
防
条
例

火
災
の
予
防
に
関
し
、
秩
序
を
維
持
し
安
全
を
保
符
す
る
た

め
、
伊
達
地
方
消
防
組
合
で
は
「
火
災
予
防
条
例
」
を
制
定
し

て
お
り
ま
す
．

こ
の
条
例
に
は

火
を
使
用
す
る
施
設
等
の
基
準

危
険
物

の
取
り
扱
い
基
準

火
の
使
用
制
限
な
ど
火
災
予
防
ヒ
必
要
な

事
項
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
．
特
に
．
火
災
と
紛
ら
わ
し
い
煙

や
火
炎
を
発
す
る
恐
れ
が
あ
る
鳩
合
に
は
亊
前
に
届
け
出
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
．

皆
さ
ん
が
た
き
火
な
ど
を
す
る
場
合
．
日
時
や
場
所
．
燃
焼

物
品
名
な
ど
を
記
載
し
た
届
を
、
消
防
署
に
提
出
し
な
け
れ
ぱ

な
り
ま
せ
ん
．
気
食
条
件
に
よ
っ
て
受
理
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
、
産
業
廃
棄
物
等
に
つ
い
て
は
県
北
振
興
局
へ
の
届
け
出
が

必
要
で
す
．

条
例
を
守
り
、
防
火
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
．
国
見
町

か
ら
火
災
を
な
く
し
ま
し
よ
う
．伊

達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

ｇ
（
５
８
２
）
３
・・１
９
０



お
忘
れ
な
く

税
務
申
告
相
談

3『

国
見
町
で
は
。
二
月
十
四
日

か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
の
日
程

で
、
町

県
民
税
・
所
得
税
の
申

告
相
談
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
申

侮
は
、
昨
年
一
月

か

ら
卜
二
月
ま
で
の
所
碍
を
申
告

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
。
十
二

年
度
の
町
県
民
税
や
国
保
税
の

基
礎
と
な
り
ま
す
。

正
当
な
理
由
な
く
申
告
し
な

か
っ
た
場
合
、
条
例
等
に
よ
り

過
料
が
課
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

口
程
に
つ
い
て
は
左
の
通
り

で
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
『
申
告
相
談
の
お
知
ら
せ
』

ま
た
は
広
報
く
に
み

｝
月
９
を

ご
寛
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
係

一`（
５
８
５
）
2
7
7
8

お

忘

れ

な

く

農
地
異
動
届
を

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区
費

の
水
利
費
賦
課
は
毎
年
四
月
一

日
現
在
の
農
地
面
積
を
基
準
に

算
出
さ
れ
ま
す
．

平
成
十
二
年

度
の
水
利
費
賦
課
の
基
準
と
な

る
農
地
而
破
な
ど
に
変

更
が
あ

っ
た
場
合
は
、
届
け
出

を
し
て

く
だ
さ

い
。

▼
届
け
出
が
必
要
な
場
合
・：
◇

農
地
の
光
買
な
ど
に
よ

り
所
有

権

が
変
わ
っ
た
と
き
◇
地
区
除

外
を
す

る
と
き
◇
鯉
営
移

譲
や

死
亡
な
ど
で
名
義
変
更
を
し

た

と
き
◇
農
地
の
貸
冊

が
あ
っ
た

と
き
（
水
利
費
の
支
払
義
務
者

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）
▼
届

け
出
期

間
・：
三
月
十
七
日
ま
で

。

★
届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
達
西
根
塩
土
地
改
良
ｇ

］`（
５
８
２
）
2
3
1
9

申告相談日程

日月付受
�
　

ーで

訌内

一`

’

一

� ムＭ’
一

ー月ぐ日
1
4

月２� �` ―啝太
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★会場は役場第１会議室（２階）です.

★税務署で申告さ れる方や晩務署から案内を受けてい る方は 、国見II で申告相

談する必雙はあり ません.

★混雑を避けるため、1旨霆朋日においでください．

３月の心配ごと相談

３日吻 付|乙 食IE,4

佐藤 広 箟,4

15日啝 齠 ●　IEa

小西 絹了,4

24日Ｓ 松浦 輝夫,４

石川さよ'|!s4

゛場所 役場( ２乕〉帽髞室

●畤間 午前９時～£午

人口と世帯

人口 １月１日現在
男　5.440 人5  )
女　5.863 人(  - 10 )
計 一 1.303 人( －１５)

出生1 人 死亡 ４人
転入14 人 転出 ２６人

丗 畠

3｡１４８世脣l（ － ３）

自動交付機を利用ください
休みの日でも 時聞外でも 、「町民カード」があれば、自

動交付機で住民震と印鑑証明書の兄行ができますので、

どうぞごIJ 用ください。

設置場所と利用時問

≧ 設 置 場 所�　国見町役鳩(

住民諷意口前〉�
観月台文化センター
(電騒ボックス脇)

月～全曜日 �8:匐～18:Ⅸ｝�8:30～21:00

土･日･祝日等�8:l)～17:(X)�8:30～17:(X)
文化センターでlま旬月第１月曜日の休館日は利用で来ませ亠

利用には｢町民カード｣が必要です。

自動交付機は 、銀行など金取機関にある現金目動叉払

機と同じ 仕組みの機械です．この交付機を！J用するとき

は、一人ひとり耳用のカード 、｢町民カード｣ が必要で

す．町民力フドの 登録科は無科、発行手娩きは 住民簾戸

籍佳民係で受け 付けています．

★問い合わせ 住民屬 戸 籍住民 電 (  585  )  2115
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県指定標準米
政府米の需要愉勢などをもとに、原科構

咸と口安価格を変史しました。

目安価格3384 円
( 精米10k9 包装代込み･視別)

原料鳩成 政府米50％以上
自主流通米50％以内

変更年月日 平成¶2年２月１日

★問い合わせ 福鳥県 木田農業振興課
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町職員の給与等について

お知らせいたします。

町職員 の給 与は、 民間 給与 の調査 に基 づ

く 人事 院の 勧告お よび県 や他の 地方 公共団

体 などの均 衡 に考慮 しつ つ、町 議 会の議 決

を経 て条 例で定 めら れてい ま す。 ここ では

町民 の皆 さん に職員 の給与 など の状況 をお

知 らせい たし ます。

こ こで 用いてい る 数値は 、平 成11年４月１

日現 在の 「地方 公務 員給与 実態 調査」 及 び

「地 方公共 団体定 員管 理調 査」 に基づ き作

成し たもの です。

１　人 件費 の状況 （平成10 年度 普通 会計 決算）

住民基本台帳人口 歳出額　Ａ 実質収支 人件費　Ｂ 人件費串(B/A) ９年度の人件費串

H い .3.3 ｰ　い .559人 5.448.750千円 98.632千円 L007 , 32 千円 1＆5％ 5 %

２　職員給与費の状況（平成11年度一般会計予算）

職員数Ａ
給　　　　 与　　　　 費 l人当りの給与費

給　 料 職皿手当等 期末・助勉手当等 計　Ｂ (Ｂ／Ａ)

109人 449.920千円 5L682 千円 226,478千円 728.080千円 6.680千円

注 職員手当には退職手当を含みません。

３　職員の平均給料及び平均年齢

区　　　　　 分 �
国　　　 見　　　 町 �� 福　　　 鳥　　　 県

�平均給科月額 � 平均年齢 � 罕均給料月額 � 平均年卵

一 般 行 政 韃 � 洳0,aX)円 �39.6 鮫 �1,06  ﾌ円 �40,8 歳

技 能 労 務 職 �397,7a) 円 �56.8 歳 �- �-

４　職員の初任給および経験年数別給料月額の状況

区　　　　 分 ��初 任 給 � 経験年数10年 � 経験年数15年 � 経験年敗20年

一般行政職 �
大学卒 �174.200 円 �301.300 円 �352.300 円 �407.9 円

�高校卒 �141.700 円 �226.400 円 �293  ﾕ 円 �352,300 円

５　一般行政職の級別職員数

区　 分 � Ｉ 級 � ２ 級 � ３ 級 � ４ 級 � ５ 級 � ６ 級 � ７ 緩 � ８ 級

標準的な
職　 務 �

主　哄

主事袖 �
主 事 � 主 事 �

係 艮

主 査 �

係 長

主 査 �

課畏補佐

主任主査 �
課 畏 �

総務課長

参　 嚊

職風数（人） � ｜ �13 � ９ � ５ � ８ �31 � ９ � ｌ

構戚比（％） �1,3 �ｰ  6.9 �11.7 �6.5 �ｰ  O. 4 �40.2 �ll.7 �1.3



６　職員手当の状況

期 末 勤 勉

手　　　 当 �

区　 分 � ６ 月　期 �12 月　期 � ３ 月　期 � 合　 叶

�期末手当 �|.6月分い .45月分) �|.9月分( 1.75月分) �0.55 月分 �4.月分( 3.75月分)

�勤勉手肖 �0.6 月分 �0,6 月分 ��1.2 月分

�制度上の段階、職務の級による加算措ｌあり．
期末手当の（　 ）は平成IX年度から。平成11年度は年間で0.3月削減

退 職 手 当 �

区　　 分 � 勤続l)年 � 助続Ｘ年 � 勤続35年 � 最高限度

�自己都合 �21.0 月分 �33.75 月分 �47.5 月分 �60.0 月分

�定年・勧奨 �28.875 月分 �44.55 月分 �62.7 月分 �62.7 月分

特 殊 勤 務

手　　　 当 �

危険・困難・不快・不健康な業務に従事する職員に対して支給される手当

職貝全体に占める手当支給敏員の剛合24.6 ％

支給対象職員一人当りの平均支給月額　4,!XX)円
手当の種類11 種類　 代表的な手当の種類 税務諡●・保健婦

畤　 関　 外

助 務 手 当 �

正規の時間を超えて勤務したときに支幡される手当

職貝一人当りの平均支給月額22､917 円

扶 鍵 手 当 �

配偶者6.000 円、配偶者以外の扶養観族のうち２人までそれぞれ･ 5.500円（ただし．扶養親族でない配

偶者のある職員の扶養親族のうちＩ人は6.5 円、配偶者のいない職員の扶養鯉旄のうち｜人は11.OOO

円）その他１人につき2.  0 円、扶養観族のうち満16歳年度初めから満2a歳年度末までの子供につき5.000

円加算

住 居 手 当 �
借家・間借 月額9,500円を趨える家賃を払っている職員に対し、100円～27,000円

自　　 宅　3.  |円

通 助 手 当 �
２～４ｋｍ未満2.  0円　 ４～６ｋｍ未糊3.200 円　 ６～８ｋｍ未満4.500 円8

～lOkm 未満5.700 円 ………60km 以上32.400 円

７　特別職の報酬など

区　　 分 町 長 助 役 収入役 教育長 議 長 刪議長 議 員

給与（ 槻酬） 846.000円 076.000円 635.08 円ー 635.000円 338.000円 254.00円 228.000円

期末手当 6月期l.6月分( 1.45月分)　12 月期1.9月分い .75月分)3 月期0.5月分　 合計4.0 月分( 3.7月分)

期末手当の（　 ）は平成12年度から．平成11年度は年間で0.3月削減

８　定員 適正化 計画 の年 次別 状況の 概要

条例定数121人

区 分 早成11年度 平成12年度

一 般 行 政

減 員 ６

増 員

差 引 △ ６

職貝敷 IX） 84

一 般 行 政

(教育)

減 員

増 員 １

差 引 １

職員数 18 19

公営企業会計

減 員

増 員 ４

差 引 ４

職貝敗 13 17

合　 計

減 艮 ６

増 員 ５

差 引 △　ｌ

職員数 121 ほ）

平成12年度取値は平成８年度計面策定時の目標数値です

９　部門別職員数の状況

�部門 � 職輿敗（人）

一
｜

門 �

臓 会 � ２

�総務

企 画 �25

�税務 � ９

�民生 �18

�衛生 � ８

�農林 �16

�商工 � ０

�土木 �12

�小計 �SX ）

特別

行政 �
教 育 �18

公曾企桑 �

水 道

下水道

その他 �13

合　 叶 ��121



国見町教育委員会生涯学習課

(観月台文化センター)
( 585 ) 2676 FAX ( 5 ) 270
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新生活運動にご協力ください

φ 結婚披 露宴 は簡素にし。会費制としましよう。

会費は一万円以内とし、引出物は白 粛しまし

よう。
4･お見舞いは 三ｆ 円以内と し、快気 祝い は自 粛

しましょう。
4･香典は二千円以内と し、お返 しは自 粛しまし

ｌ う。

国見町新生活運勧推進委輿会

行事のお知らせ

２月

16日(水) 〈 にみ女性教室(閉講式〉

子ども移動図書館(大木戸小)

パソコン教室

17日(木) 子ども移動図書館(大枝小)

18日(金) パソコン教窒

20 日(日)｢ 林案こん平｣寄席

21日(月) パソコン教室

22日(火) 子ども移動図書館(藤田小１年)

23日(水) パソコン教室

25日(金) 子育て教室(自主活動)

成人学級(閉講式)

27日(日) 歩くスキー教室

酋材佑孑ピアノリサイタル

29日(火) 阿津賀志学級(閉講式)

３月

１日(水) 子ども移動図書館(藤田小３年)

２日(木) 子ども移動図書館(森江野小)

３日(金) 子ども移動図番館く藤田小２年)

５日(日) インドアテニス大会

７日(火) 子ども移動図書館(大枝小)

８日(水) 子ども移動図番館(小坂小)

10日(金) 子育て教室(自主活動)

子ども移動図書館(藤田小１年)

12日(日) 谷津三雄健康講演会

14日(火) 子ども移動図書館(大木戸小)

生涯学習

つうしん



３月19 日(日)

因幡晃コンサート

18:00 ～　3,000円
(全席指定)

３月12 日(日)

谷津三覬健図岨口 会

｢ 死ぬまで元気に生き、

元気に死のう｣

13:00 ～　 入場無料

２月27 日(日)

藤村佑子ピアノリサイタル

14:00 ～　1,000円
(全席自由)

２月20 日(日)

｢林冢こん平｣ 寄席

14:00 ～　1  , 5 円

(全席自由)

問い合わせ●●●生●学冒● 文化廉0  (  5 ) 76

移
動
公
民
館
『
孫
育
て
学
級
』

今
年
は

森
江
野
地
区

で

時
代
の
変
化
に
伴
い
、
ｆ
ど
も
を
と
り
ま
く
悶

題
が
深
刻
化
し
、
幼
児
期
に
お
け
る
家
庭
教
育
が

重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
又
共

働
き
の
母
親
が
増
え
。
母
親
に
代
わ
っ
て
幼
児
の

保
育
に
携
っ
て
い
る
祖
父
母
の
人
達
も
多
く
な
っ

て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
公
民
館
で
は
、
竹
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
よ
う
と
、
各
地
区
を
回
っ
て
一
孫
育
て
学
級
』

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
森
江
野
地
区
の
皆
さ
ん
を
対
象
に

実
施
し
ま
し
た
と
こ
ろ
こ
十
二
名
の
方
が
受
講
さ

れ
ま
し
た
。

一
回
目
の
一
月
ト
ハ
Ｈ
に
は
開
講

式
が
行
わ
れ
。
続
い
て
荒
川
保
’ｒ

先
生
｛
健
康
体

操
指
導
士

｝
の
ご
指
導
で
体
操
を
行
い
ま
し
た
、

足
腰
を
伸
ば
し
た
り
、
盲
楽
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム

運
動
を
し
た
り
し
て
、
心
地
よ

い
汗
を
流
し
ま
し

た
。一

月
十
八
口
二
回
目
は
、
大
槻
太
先
生
（
伊
達

町
公
民
館
長
）
を
講
師
に
招
い
て
「
孫
と
の
い
い

関
係
」
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
実
例
を
示
し

な
が
ら
、
説
得
力
あ
る
話
術
に
皆
さ
ん
は
、
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

一
月
二
十
五
日
三
回
目
の
講
座
で
は
、
内
池
和

子
先
生
（
福
鳥
子
ど
も
の
本
を
広
め
る
会
責
任
者
）

に
、
森
江
野
地
区
に
伝
わ
る
民
話
に
つ
い
て
語
り

を
交
え
な
が
ら
民
話
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
お
も
い

等
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

わ
ず
か
三
同
だ
け
の
講
座
で
す
が
、
「
孫
育
て
」

に
対
す
る
皆
さ
ん
の
関
心
の
高
さ
が
ひ
し
ひ
し
と

伝
わ
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
も
森
江
野
ま
で
出

向
い
て
、
保
育
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

国冕・ インドアテニス大会参加者専集

く日 時） ３ 月５日 （日 ）

午前 ８畤30 分 閲会

９畤 試合 開始

（会 場 ）グり ーン アリ ーナ923

く種 目 ）佃人 帳

（男子 ダブ ルス､卜女子 ダブ ル ス）

（ 参加資 格）

・町内 の一 般社 会人 で画 成し たチ ーム

・町内 の同 一珮 塲 、同一 事業所 で輿成

し たﾁ 一一厶

・郡内 の テニ スク ラブ員 又は受 好 書

く参加 料） １ペア2 μX ）円

く申 込 み）申 込書 によSj 2 月21 日（ 月）までに ．

生 涯学曹 課 また1ま勤労 者体 青 センタ

－ へ

新しい本が届きました 文化 センター図書室

一一一
【 一 般 図 書 】

・亦い手　　　　　　　 （坂員英二I

I 生きるヒント2 －3　　　　　｡1 五Ｘ寛之･I

1 日皐安着遭　　　　　　　･ ｛井沢元彦.l

嵒●山の噛吻　　　　　　･ 佐 ･  光 当

Ｉ老人の夕lき９献立　　 ｛雹人岶良協力会;

・興国妃行 写廃紀肓　　　　　| 三本潭` ･

・やすらぎの佛敕葵禰　　　　　I 萍 凡吐:･

只野ひとしの旅絵日記　　 （沢野ひとし,･
13  員　　　　　　　　･7 勾焉擘）

街の樹木叢羃図鑑　　　　l 菱山忠三郎）

【児 童 図 書 】

はらべこゆう11い　　　　･･ せなliいこ;

おおかみのこがはしってきて　　;,･冫糾如自;

・おとうとなんかいぬｇらな！

Xポール マイゼルj

とってもコプタなナニーとノノ

fジエう一ル・フランカン･:

ハフクルペリイ フ４ンの畧釉

IM ・トウエン原作立松嵋Σ冫I･

ぽくが犬のあとをつけた磯(ニーナ レイデンi)

・きみはたぬきもを司っているか1 かこさとし;

・がたごとがたごと　　　　　I, 四月讐男l･

・だめねこのいっしょうけんめい　　･;･0  山 京

｀飃夕のともだちになりませんか　 り1山９･21

観月台文化情報



にゅーす

ぱっく国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
名
は
「
板
橋
南
」

バ
ザ
ー
収
益
金
を
役
立
て
て

ラ
イ
オ
ン
ズ

ク

ラ

ブ

ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
点
灯
式
で
の
善
意
で
す

民
謡
自
慢
の
競
演
　
東
北
民
謡
コ
ン
ク
ー
ル

国見ニュータウン地内の地名は．これまで 大

字小阪．泉川の中に５つの小字で尖示されてい

ましたが．このたび議会の議決により字界を変

史し．地 名を「板橋南」となり、新しい上地の

裏示を「閥 見町板橋陶○○ 界○」とすることに

なりました．

岡 兄ライオンズクラブでは．昨年笹れの「だ

るま市」で行なわれた、チャリティバザーの収

益金Ｇ万５千円を福祉事業へと寄付ください ま

した。Ｍ永町艮を訪ねたのは．同クラブ伊藤一

敏事業委員長、斎藤徹さん、山崎明 さんで．同

クラブ会llが家で使われていない品物を持ち寄1廴

バザーを開い たものです．

トライアングルクラブ会災佐藤可さんが。あ

つかし山ビックツリー点灯式で行なったチャリ

テ で邨金を持参し，r みなさんから寄せられた

笛意です｡ 橘祉嘔粟へ活川ください｡ 亅 とＭ永

町災に届けました.r ピックツリーも天杖に忠

まれ無 胼終J’することができました。町内外か

ら大きな,1･援が寄せられ思謝しています，」と

すま丶ｔてべ述

Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
・局
放
送
Ｍ
と
閥
見
町
が
共
催
す
る
『
第
．一
卜

‐‐
回
東
北

尺
謡
コ
ン
ク
ー
ル

・
福
鳥
県
人
公
』
が
一
月
一「
Ｌ

‐‐
日
．
観
川
台
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
．
県
内
各
地
か
ら
尺
謡
自
慢
が
Ｌ

卜
名
が
集
ま
り
．
う
ち
Ｌ

名
が
本
選
へ
出
場
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
郎
と
大

賞
の
郎
に
分
か
れ
て
県
代
表
の
座
を
兢

い
ま
す
．
ラ
ジ
オ
の
収
録
も

行
わ
れ
、
聡
衆
も
精

．
阡
の
拍
ｆ
で
人
会
を
盛
り
Ｌ
げ
ま
し
た

ち
い
さ
な
天
才
た
ち

冬
休
み
の
思
い
出

大
木
戸
小

ま
つ
う
う

り
え

わ

た

し

の

冬

休

み

の

耶

い

出

は

、

ボ

ー

リ

ン

グ

に

衍

っ

だ

こ

と

で

７

．

お

兄

ち

ゃ

ん

と

お

如

ち

ゃ

ん

と

お

母

さ

ん

と

わ

た

し

で
石

き

ま

し

卜
≒

わ

た

し

は

二

凧

巳

の

ポ

ー

リ

ン

グ

だ

か

ら

で

手

で

み

ぞ

に

何

回

も

入

っ

て

し

ま

い

ま

し

た

。
お

姉

ち

ゃ
ん

は

、

生

ま

り

で

は

じ

め

て

や

っ

た

の

で

。

わ

た

し

と

同

じ
で

み

ぞ

に

入

っ

て

し

ま

い

ま
し

た

。

で

も

だ

ん

だ

ん

な

れ
て

き

て
『

五

本

た

お

し

た

り

、

七

潯

た

お
し

た

り

し

て

。

だ

ん

だ

ん

楽

し

く

で

き

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

ご

つ
れ

し

か

っ

た
で

ず

。

『
‐甓
皿

生
々
艾
實
‐
ｆ
に
『
り

畩
Ｘ

１

７
ら
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